
  

他塾からの嫌がらせまとめ 

1 X（旧：Twitter）上での嫌がらせ投稿 

アカウント名：藤原進之介 東進▶代ゼミ、武田塾@Sukyoujuku  

初回は 2023 年 10 月から始まりました。 

 



  

 



  

 

 

 

 

 

 

 



  

 



  

 

 



  

 

 



  

 

 

 



  

 

 



  

 



  



  



  



  



  



  



  

 



  

 



  



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 

 

2 個人アカウントでの嫌がらせ投稿 

アカウント名：藤原進之介 数強塾グループ代表＠Sukyo_fs 

 



  

 



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  

 

 

 

 



  

 

 



  

 

 



  

 

 

3 5 月 4 日に新しく作られたアカウント（塾長の松橋頌を装ったアカウント） 



  

アカウント名：日本国語塾・松橋頌の大ファン 

 

 

 
 



  

 

 



  

 

 

 



  

 

 

 

5 月 10 日時点で名前が変更になった。 

藤原進之介氏の 3 つ目のアカウント。 

当塾の悪口アカウントとなっている。 

 

5 月 13 日時点で名前が変更になった。 

当塾が数強塾グループに入ったかのよう

な言い回しである。 



  

 

 



  

 

 



  

 

 

塾長の投稿を丸パクリしている。 



  

 

 
 

 

 

このプリントも当塾の HP から 

盗用したものである。 



  

現代日本国語塾の松橋頌太アカウントに個人メッセージを送りました。 

「松橋頌太アカウントって松橋頌さんですか？」と聞いたところ下記の返答がきました。 

 
 

 

 

 

 

 

全て全くの嘘です。 

同じ苗字の講師を雇ったことも、 

解雇もしたことがありません。 



  

3 松橋国語塾のホームページを模倣した「数強塾 現代国語塾」 （2024 年 4 月 18 日

確認） 

https://www.kokukyojuku.com/ 

 

 

無断で掲載。 

当塾が作成した動画です。 

 

https://www.kokukyojuku.com/


  

 

 
 



  

 

 



  

 



  

 



  



  



  

 

 

 

無断で掲載 



  

 
 

 

 

無断で掲載 



  

 



  

 

 

この問合せ先をクリックすると、 

松橋国語塾オンライン校のHPに飛ぶ

ようになっています。 

 



  

 

 

 

 

 

この中に入っているプリントも全て 

当塾の HP から窃盗したものです。 

 



  

 

 

 

 

この中に入っているプリントも全て 

当塾の HP から窃盗したものです。 

 

この中に入っているプリントも全て 

当塾の HP から窃盗したものです。 

 

この中に入っているプリントも全て 

当塾の HP から窃盗したものです。 



  

 

 

 

この中に入っているプリントも全て 

当塾の HP から窃盗したものです。 

 

HP のトップにある 

このボタンを押すと下記に繋がる。 



  

 



  

 



  

 

 
 



  

4 2023 年 8 月に不正に取得した商標 



  

 

上記のロゴは、2021 年 7 月 6 日に代表 松橋頌がロゴマーケットにて購入したものであ

る。 

 

 



  

 

5 嫌がらせ問合せ（電話しても繋がらない、宛先不明でエラーになってしま

 

 

 



  

 

 
 



  

 

 

 



  

 

 
 

 



  

 

 

 



  

 

 

 



  

 

 

6 Google 口コミで★1をつけてくる 

 

 



  

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

通告書から送った通告書です↓ 

 

 

 

当塾の要求はこれである。 

まずは実害の部分を補填して頂くよう

伝えたが、音沙汰なし。 



  

 

 

 



  

 

 

上記の内容だと抽象的すぎるので、謝罪内容の変更を伝えました。 



  

 

 

これ以降、音沙汰がありません。 

当塾が被害をうけた費用についてももちろん返ってきていません。 

 

 


